
フードトピックス ２４ 食品 IoT 協議会

「食品工場における最新 IoT 機器の紹介」
――フードディフェンスとコストダウンの方法――
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はじめに

「食の安全・安心」が叫ばれ、巷では「Food-Defense」の対応策に苦慮しています。それと同時に、

それにかかる「COST」を吸収する「COST削減策」を考えなければ、競争に残っていけません。

食品工場のこれら２大課題、“フードディフェンス”、“コスト削減”を 実現するには“IoT機器を

使ったコンピューターシステムの導入“が必須となってまいります。

ここでは“フードディフェンス”を実行するための“コスト（費用）”以上に “コスト削減効果”の

だせる“仕組み”をご紹介いたします。

“フードディフェンス”おきましては、2020 年を目途に法制化されます“HACCP又は FSSC22000”

などの“食品衛生管理”に対する対応策です。特に、工場内の“動線とゾーニング”の見直しを重視して

おります。

また、作業員の“人手不足”が急速に進み、定年退職者や外国人作業者（パート・アルバイト）の

採用が急増しております。そのため、作業する作業員、作業場所、作業内容のチェック、作業内容

の「ムリ・ムダ・ムラ」の“３ム”を無くし、効率のよい作業ができれば、工場全体の「コスト削減」

に結びつきます。

では、その全貌をご紹介いたします。

１．食品 IoT 協議会（IoT コンソーシアム）とは？

食品 IoT協議会（IoTコンソーシアム）は、2015 年、日本ＩＢＭ食品コンサル事業部と営業部が

日本ＩＢＭ傘下企業㈱エクサと㈱アーゼロンシステムコンサルタントとでスタートいたしました。

その目的はエクサ・アーゼロンで共同開発をしております「ＡＺ１０アセットＣＬＯＵＤ」の周辺ＴＯＯＬ

の充実により、各種データの自動収集です。これまでコラボしてまいりました“秤のイシダ（ＰＯＰ；iffs-PA）”

様や“RFIDの凸版印刷（トレサビリティー）”様に加えて、“光学機器関連で三菱電機”様、“ＰＯＳ関連でプラネ

ット”様、“携帯端末のシステム機器（デンソー）”様、“音声データ入力のサトー（AmiVoice）”様等々の周辺機

器メーカー様が参加してくださいました。

アーゼロン社の食品産業向けＲＦＰパッケージソフトＡＺ（１０）食品加工業システムとＡＺ（１１）

食品加工業向け生産管理システムは全食品産業向けの標準機能で装備されており、RFIDの３８桁対応で、

各種データの自動取込機能を持っておりますし、取り込まれました各種データの分析もできます。更に、ＩＢＭ

の“ＡＩ；ワトソン”でのデータ解析が可能となります。

食品産業の皆様に、“Food-Defense”と“Cost 削減”の最良システムと周辺機器をご提案申し上げます。



食品 IoT 協議会（IoT コンソーシアム）の活動方針は？

２．フードディフェンス対応機器は？

２－１．フードディフェンスとセキュリティー機器



２－１－１．入退出管理と監視カメラ

２－１－２．作業位置情報システム“凸版印刷：ＩＤ-Watchy”

２－１－３．健康安全管理システム



３．コストパーフォーマンス機器は？

３－１．ＡＺ（１０）食品加工業システム

＜コスト削減効果＞
１． 四つのロス（製造・在庫・配送・販売）の削減と“見える化”⇒ＩoＴ機器の利用

① 製造工程歩留まりの“見える化”⇒“ムリ・ムダ・ムラ”の解消（POP）⇒製造ロス削減

② 販売計画⇒生産計画（製造計画）で“ＭＲＰ（Material Requirements Planning）”機能

で自動発注 ⇒無駄な発注の削減（適正在庫の確保）

２．残業代（人件費）の減少（RFID、ID-Wacthy、AmiVoice）

③ データ自動取込 ⇒ 手（紙）データ入力時間の削減

④ データ入力 careless-miss の削減（データ 2度打ちの削減）



３－２．人件費削減管理システム（オプション）“凸版印刷：ＩＤ-Watchy”

図３-２．カメラ+ＩＣタグで人時管理と製造コスト管理

※製品ごとの個別製品原価（食材費+人件費）がわかります ⇒ オプション機能

（但し、バックヤードのアプリケーションソフトＡＺ（１４）人時管理システム（開発中）

とＡＺ（１０）食品加工業システム又はＡＺ（１１）食品加工業向け生産管理システム

をご使用ください）

３－３．ＰＯＰ生産管理システム“イシダ：iffs-PA”

計量機



＜機能紹介＞
① 食品の安全・安心やＨＡＣＣＰ対応をサポート（室温管理、芯温管理）

② 製造工程ごとの計量器による自動実績データ入力が可能（製造実績）

③ 製品毎の製造歩留まりがわかる

④ 製品トレーサビリティー構築

３－４．音声データ入力システム“サトー：AmiVoice”

４．その他の IoT 機器は？

４－１．物流支援ロボット CarriRo（キャリロ）；通称；カルガモ



４－２．カゴ車管理システム（紀文産業；輸きち）

＜特徴＞
① RFID（IC タグ）を活用し、カゴ台車・パレットの紛失を防ぎ、

購入コストを削減します。

② IC タグデータより、「いつ、どこへ（行先）、回収有無」が確認可能。

③ 使用年数・利用回数の管理ができる。

４－３．鍵管理システム



まとめ

食品 IoT 協議会（IoTコンソーシアム）は食品産業の２大課題である“フードディフェンス”と

“コスト削減”の実現のための“ＴＯＯＬ”と“ＳＹＳＴＥＭ”をいろいろと最先端技術で実用化しました。

それを運用するには現場経験の豊な工場経験者（工場長、品質管理責任者、新製品開発責任者等）

が在籍するシンクタンク「食品関連コンサル協議会（FCC）」がお役に立ちます。


